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研究成果の概要（和文）：　近年、失敗活用の重要性が認知されている。学習においても失敗活用は重要である
が、子ども達は必ずしも失敗をポジティブには捉えておらず、失敗を上手に活用できる学習者の育成は重要であ
る。上記の問題意識をふまえて、以下のような成果を挙げた。（１）学習場面での失敗観の構造を明らかにし
た。（２）学習場面での失敗活用に結びつく要因を特定し、失敗が学習を促進するメカニズムを明らかにした。
（３）学習場面での失敗活用を促進する指導法を開発した。（４）教師の失敗活用について実証的に明らかにし
た。（５）国際学術誌で失敗活用をテーマにした特集を組み、国内外の研究の流れを作った。

研究成果の概要（英文）：In education, there has been increasing recognition of the importance of 
utilizing failure to promote positive outcomes. However, students tend to consider failure 
negatively, so cultivating attitudes and skills to use failure effectively is essential in both 
academic and real life learning. In this research, we achieved the following outputs. (1) We 
revealed the structure of students’ attitudes toward failure in educational context by developing a
 questionnaire. (2) We elucidated individual and environmental factors, and mechanisms, for 
promoting the effective use of failure in education. (3) We proposed concrete teaching methods for 
promoting the use of failure in education. (4) We demonstrate empirically the role of failure in the
 process of improving teachers’ class instruction. (5) By guest editing a special issue of a 
high-impact journal, we harnessed international expertise to provide evidence-based answers to the 
question of how failure can be beneficial for learning.
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1. 研究開始当初の背景	 	
近年、失敗を活用することの重要性が社会的

に高く認知されるようになってきている。学習
においても「いかにして失敗を活かすのか」は
重要である。その一方で、「失敗は恥ずかしい
ことで見たくない」といった具合に、子ども達
は必ずしも失敗をポジティブには捉えておらず、
そのことが学業を阻害している。「失敗を上手
に活用できる学習者の育成」は実践・研究の両
面から意義のある問いである。	
		日本でも、「資質・能力の育成」という言葉
が次期学習指導要領に明記され、メタ認知とい
う言葉も明示されている。これよって、学校現
場の中では、教科を横断するような学習スキル
や、それを支える考え方を、広い意味での学力
と捉え、学校現場で学力として保証する必要性
が生まれている。失敗を活用しようとする発想
は、資質・能力の重要な一部であると考えられ
る。	
失敗の捉え方については、心理学の中でも、

行動主義心理学、発達心理学、認知心理学それ
ぞれにおいて異なっている（市川,	2013；「心
理学において失敗はどのように扱われてきた
か」など）。特に認知心理学では、失敗をポジ
ティブに捉える考え方が共有されており、本科
研のテーマと合致していた。	
ただし、失敗を活用しながら学習を進める子

どもたちは必ずしも多くないことが、認知心理
学の発想を生かした個別学習相談の事例などか
ら明らかとなっている。こうした子どもたちの
背景には、「失敗ははずかしい」「失敗はみた
くない」といった信念が根強いことが示唆され
ている（植阪、2010）。すなわち、失敗を活用
しながら学習を進めると良い、と単に教示する
だけではこうした目的は達成されないと考えら
れ、その背景にある信念にまで視野を広げる必
要性が考えられた。また、具体的にどのような
メカニズムで、失敗を活用しながら学習を進め
るという行動が促進されるのか、個人差要因か
ら親の関わりまで広く視野に入れた上で、検討
する必要性も考えられた。さらに、具体的に、
失敗を活用しながら学習を進める子どもをどの
ように育てていくのか、具体的な指導法の提案
も不可欠と考えられた。	
	 また、本科研のように、失敗をポジティブと
らえ、教育に生かそうとする発想は、Productive	
failure（生産的失敗）といった研究が行われる
ようになり、まさにホットトピックである。こ
うした視点を共有する研究について、国内外の
研究を統括するような特集を海外の学術雑誌で
展開し、研究の流れを生み出す必要性もあった。
また、学習者だけでなく、教師も学習する存在
であり、日々の授業実践を行う中で、失敗を活
用しながら授業実践の質を高めていくというプ
ロセスなど、新たな視点も取り入れていくこと
も重要と考えられた。	
	
	
	
	

２．研究の目的	
こうした問題意識を踏まえて、本研究では、

学習場面における失敗活用を共通のテーマ
として、以下のような点に取り組んだ。	
	

目的１）学習場面における失敗観の構造を明
らかにする。	

目的２）学習場面における失敗活用に結びつ
く個人差要因、環境要因を特定し、
学習場面における失敗活用が促さ
れるメカニズムを明らかにする。	

目的３）学習場面における失敗を積極的に活
用する学習者を育成する具体的な
指導法を明らかにする。	

目的４）教師が授業実践において失敗をどの
ように活用しているのかについて
も、実証的に明らかにする。	

目的５）教育場面において失敗を活用しよう
とする視点を共有する国内外の研
究をとりまとめ、研究の流れを作る。	

この５つの従って研究成果を述べていく。	
	
３．研究の方法	
	 方法論としては、目的に応じて調査・実
験・実践を組み合わせて行なった。	
	
４．研究成果	
上述した５つの目的にそって、主要な研究

成果を説明する。	
	
目的１）学習場面における失敗観の構造を明

らかにする。	
失敗観の構造を尺度化した研究はこれま

でにすでに行われてきている（池田・三沢,	
2012）。しかし、重大な失敗（例、原発事故）
などを想定した項目なども含まれており、学
習場面に特化したものは開発されてきてい
ない。本科件では、学習場面における失敗を
特化した失敗観の構造を明らかにする必要
があった。	
以上を踏まえて、学習場面における学習観

の構造を明らかにした研究を行った。予備調
査を通じて項目を選定したのち、質問紙を作
成した。その結果、失敗に関する活用可能性
の認知（例、（失敗は）自分が成長するため
のチャンスだ）、失敗に対する脅威性の認知
（例、（失敗は）恥ずかしいことだ）の２つ
の下位尺度から構成されることが明らかと
なった。	
ここではさらに学習における失敗場面を、

公共性と重要性の軸で整理し、４タイプの場
面すべてにおいて共通した失敗観の構造が
存在することを明らかにした。	
その後、妥当性を検証するために、失敗後

の対処行動の質問紙や原因帰属との関連を
検討した。この結果、例えば、失敗に対する
脅威性の認知は不適切な対処行動と、失敗に
関する活用可能性の認知とは適切な対処行
動との関連が認められるなど、仮説と一致し
た傾向が見られた。以上の結果から、妥当性



が検証されたと考えられた。本研究は、教育心
理学研究に掲載された（業績 9）	
	

目的２）学習場面における失敗活用に結びつく
個人差要因、環境要因を特定し、学習
場面における失敗活用が促されるメカ
ニズムを明らかにする。	

２つ目の目的は、学習場面における失敗活用
に結びつく個人差要因、環境要因の特定である。
このことにより、学習場面における失敗活用が
促されるメカニズムを明らかにした。	
Suzuki	&	Akasaka	(2018、業績 5)は、失敗活

用の一つの現れとして、テスト返却時の見直し
行動を取り上げ、テスト結果を受け取ったとき
に学習者が抱いた感情と，テストの見直し行動
との関連について，縦断調査を行うことで検討
した。その結果，テスト結果を受け取ったとき
の感情はテストの見直し行動を予測せず，見直
し行動を規定する要因としてテスト観が重要で
あることを明らかにした。	
また、失敗を学習に活用するためには，学習

者を取り巻く人たちのサポートも重要になる。
そこで，テストで悪い点数を取ってしまったと
きの親の関わりに着目し，親の関わりが学習を
促すかについて検討を行った。Project	for	the	
Analysis	 of	 Learning	 and	 Achievement	 in	
Mathematics	(PALMA;	Pekrun	et	al.,	2007)	に
参加したドイツの児童生徒とその親を対象に行
われた調査データを用い，親の関わりが子ども
の学習方略（中でも、テスト場面での振り返り
行動を含む、メタ認知的方略）と学業成績に与
える影響について検討した。	
その結果，慰めや励ましをするといった情緒

的サポートに加えて，失敗の原因を分析したり，
改善方法を一緒に考えたりするなどの認知的サ
ポートをする親の子どもほど，メタ認知的方略
の使用が増加し，学業成績が向上する傾向にあ
ることが示された。また，叱責するなどの罰を
多く与える親の子どもほど学業成績は低下する
傾向にあった（業績 39）。	
	 さらに，小学生の子どもがいる日本人を対象
に調査を行った結果，子どもの失敗場面におけ
る親の関わり方には，情緒的サポートと認知的
サポート，罰以外に受動的関与と放任があり，
親の学習観によって，どのような関わり方をす
るかは異なることが示された。	
また、自らの学習や問題解決プロセスを振り

返って，間違いや失敗を分析し次にどうすべき
か教訓として言語化する学習方略を「教訓帰納」
と呼ぶ。教訓帰納は失敗活用の典型的な学習行
動と言える。Uesaka ら（2018）は、宿題中の教
訓帰納の活用という質的側面が、宿題の取り組
みの量的側面よりもその後の学業達成をより予
測することを明らかにした（業績 36）。子ども
の失敗活用に焦点を当てる必要性を示したとい
えよう。	
教訓帰納については、子どもたちの教訓の質

が必ずしも高くないという問題も指摘されてお
り、高い質の教訓を算出するに至る要因の検討

（業績 44）や、認知的プロセスの解明（業
績 37）なども行った。	
	
目的３）学習場面における失敗を積極的に活

用する学習者を育成する具体的な
指導法を明らかにする。	

	 ３つ目の目的は、学習場面における失敗を
積極的に活用する学習者を育成する具体的
な指導法を明らかにすることであった。	
この点に関して、いくつかの具体的な提案
を行った。例えば、教訓帰納を自発的に行っ
ている学習者は中学生で３割に満たないと
いう問題意識をふまえ、そこで自発的使用を
促進する「学習法講座」を開発しその効果を
検討した。さらに、「学習法講座」と「授業
での働きかけ」を組み合わせた場合は，教訓
帰納の日常的な活用を促進することを示し、
日々の実践において意識することの重要性
も合わせて示した（業績 10）。	
	 また、失敗活用を通じて、計算間違いを減
少させる具体的な指導法の開発（業績 38）
や、高い質の教訓帰納を算出するための指導
法開発の試み（業績 40）なども行った。	
	
目的４）教師が授業実践において失敗をどの

ように活用しているのかについて
も、実証的に明らかにする。	

４つ目の目的は、教師が授業実践において
失敗をどのように活用しているのかについ
ても、実証的に明らかにすることであった。
前述したように、学習者のみならず、教師も
失敗を活用する存在である。しかし、教師の
失敗活用のプロセスについては、これまで全
く研究の対象とはされてこなかった。そうし
た問題意識を踏まえ、本論文では，同一の授
業者が同じ日に行った2回の授業（小学6年生
対象の分数のわり算）を対象に，授業者自身
に2回の授業のビデオを観ながらコメントを
求める一種の刺激再生法を行い，その授業者
が何を失敗と捉え，次の授業でどのように改
善したのかについて分析を行った。その結果，
授業者が，児童の認知（理解や思考の流れ）
に注目しながら自身の授業を振り返り，2回
目の授業で改善を図っていたことが明らか
にされた（業績6）。このように、申請書に
は記載されていないような新たな視点から
の研究も行った。	
	
目的５）教育場面において失敗を活用しよう

とする視点を共有する国内外の研
究をとりまとめ、研究の流れを作る。	

上記の目的に照らし、国際誌 Thinking	
Skills	and	Creativity において、失敗活用
をテーマとした特集を組み、このテーマでの
国際的な学術知見を集めることにも貢献し
た（業績 1）	
	 以上のように、本科研では、学術的な成果
を上げるのみならず、現実の社会の問題を解
決する、実践的な仕組みを作り出すことにも
成功した。国際比較研究のみ、申請書に記載



しながら達成できなかったが、ドイツとの共同
研究なども行い、国際連携も実現している。科
研基盤Bとして求められるに足る、一定の成果を
上げたと考えている。	
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